円山地区における自然環境の変化とその中核的象徴 by 菊地 達夫 & 小室 晴陽
円山地区における自然環境の変化とその中核的象徴







































































































































































































図７ 北海道神宮の社殿に続く桜並木の様子 図９ 円山川（円山公園付近）の様子
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２．中核的象徴の存在
続いて，円山地区における自然環境として，印象深い
と思うものを選択した結果を示す。円山動物園が最も多
く，北海道神宮，円山公園と続いた。記した理由とし
て，訪れた経験があることを強調している。円山動物園
の場合，過去に遠足などで訪れたことがある他，最近の
動物園ブームによって足を運んだ事例も多い。とくに，
動植物の様子が，自然環境の印象を高めたものと考えら
れる。北海道神宮の場合，圧倒的に初詣の来訪を挙げて
いる。その際，境内や隣接する円山公園の樹林地をみ
て，自然環境の印象を強めたという意見があった。円山
公園の場合，散歩・散策に加え，花見を挙げる人も少な
くなかった。いずれも，訪問した際，自然環境の豊かさ
を実感したことが大きい。市外の人の場合，訪れた経験
はないものの，初詣や花見といった様子を報道でみて，
自然環境の豊かさを感じたという意見もあった。その
他，円山球場，テニスコート，商業施設（例：円山クラ
ス）などが，印象深いものとして挙がった。
一方で，自然物である円山は，自然環境の印象深さに
与えた役割は少ない。理由として，円山を登山した経験
が少なく，直接の体感がなかったことが影響したものと
考えられる。
以上から，円山地区の自然環境の印象深さを規定して
いるものは，実際に訪れ，その様子を認識・体感したも
のであることがわかった。学生アンケートの結果から，
中核的事象となるものは，円山動物園，北海道神宮，円
山公園であった。これらの事象は，開放制（公共性）に
優れている点で共通性があり，自然環境の印象を深めた
ものの１つになった。
．中核的象徴の確立と影響
最後に，中核的象徴の確立に向けて，どのような影響
が働いたのか，検討する。札幌神社（北海道神宮）の建
設までの流れ（表１）は，以下のように示されてい
る４）。
円山は，明治期以前からアイヌ民族によって，信仰の
対象になっていた。島開拓判官（図１４）は，銭函方面か
ら内陸部に入り，円山付近の高台から，札幌本府を建設
する場所を決定した。その後，札幌神社の仮本殿の場所
は，１８７１年，円山の地に決まった。その場所は，三方
（東部＝円山，南部＝神社山，西部＝荒井山）山に囲ま
れていたことが，有力な選定条件になっている。さら
に，本府の場所から，円山地区は，直線距離において，
山林域に最も近い場所でもあった。
札幌神社の場所は，地理的空間において，「鎮守の
森」の様相を呈しており，自然崇拝の場として適地だっ
た。他方，札幌神社の建設時，明治政府は，国家神道体
制を構築すべく，動いていた。
札幌神社の外苑（円山）にあたる森林は，１９７３年に官
林（現国有林）として保護している。１８８０年，札幌神社
の隣接地に養樹園（図１５）が立地し，後に円山公園（１９０７
年設計）として整備した。また，１８９７年，札幌神社は，
後方の山（神社山）を所有した。１９１４年，円山の登山道
を整備し，同時に八十八観音像（石仏）を安置した。円
図１０ 現住地の居住歴（横軸：人）
資料）学生アンケート調査結果
図１１ 円山地区の過去１年以内の来訪回数（横軸：人）
資料）学生アンケート調査結果
図１２ 円山地区の主な来訪目的（横軸：人）
資料）学生アンケート調査結果
図１３ 円山地区における自然環境として印象深いもの（横軸：人）
資料）学生アンケート調査結果（複数回答可）
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山原始林は，１９２１年に藻岩山原始林とともに，天然記念
物に指定された。さらに，１９３９年，円山，北海道神宮，
円山公園などを含む広大な地域を「北海道神宮風致地
区」注１）に指定している。その範囲内に，１９３４年，札幌市
運動競技場（陸上競技場，屋外スケート場，野球場），１９５１
年，円山動物園が，順次，整備された。
以上から，もともとの信仰の対象であった円山に隣接
する形で，札幌神社（後の北海道神宮）の立地があり，
それをきっかけに緑地保全する方向にすすんだと考えら
れる。そこには，神道における自然崇拝の影響があり，
聖域でありながら同時に開放性（公共性）が有していた
ことも関係している。自然崇拝の影響は，神社山の所有
（札幌神社）と円山の八十八観音像の安置で強固になっ
た。これ以降，緑地保全を強化し，北海道神宮風致地区
の指定をもって，その範囲をほぼ確定させた。
円山地区は，緑地保全の広大さゆえに自然環境の印象
を高めたことは確かであろう。一方で，円山（信仰の対
象）の存在，北海道神宮の立地がなく，河川，丘陵，樹
林といった自然的事象のみであれば，緑地空間の保全が
表１ 円山地区における緑地空間の変遷と関連事項
図１６ 円山地区における中核的事象（自然環境）の形成過程
注）矢印は時間軸
図１４ 島義勇開拓判官の銅像の様子
図１５ 養樹園（円山公園前の利用）の名残のヨーロッパクロマツ
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実現したか疑わしい。周辺域をみれば，藻岩山・荒井山
はスキー場（ジャンプ台），大倉山はジャンプ台，三角
山はジャンプ台・採石場といった山林利用に変わった。
結局，緑地空間の保全に強い影響を与えたものは，日本
的宗教観（神道）であったものと考えられる。その中核
的象徴として，円山と北海道神宮（神社山を含む）は，
位置付けられるだろう。それら地理的空間が，他地域と
の差別化を生み，地域イメージを確定させたものと考え
られる。
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注
注１）「風致地区」とは，都市計画法に規定されているも
ので，都市の風致，自然的環境の骨格をなす山並
み，丘陵，河川及び市街地に残る緑地を中心とした
緑豊かな環境を守り育てるために定めた地区。昭和
１４年に１４地区２９００haを指定，現在は１２地区約３６００ha
を指定。種別として，第１種から第４種まである。
北海道神宮地区は，８８０haを指定し，主な関係行政
区域等は，中央区双子山，円山西町，宮ケ丘，宮の
森，円山，西区山の手，小別沢など。
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